
 巻頭のことば 

巻頭のことば   「連合連携化のメリット」 

 

私が道の駅の連合連携化という言葉を提唱し始めたのは6年前です。 

一つひとつは小さな村でも１０ヶ所程度が連合してコンテンツを出し合え

ば都会の人を呼び寄せるパワーが乗数的に増えるだろうという発想で提

案しました。 

しかしながら現実は・・・ 

連合連携化を進めているところは少ないです。理念に共感していても

いざ行動するとなると躊躇し、アクションが遅いのが残念です。 

 

思えばかつて徳川幕藩体制の時に全国に約３００の藩がありました。 

藩の中は村々に分かれていました。藩同士、村同士の交流はほとんどあ

りませんでした。峠を越えると別の国。一度も見ることなく生涯を終えた人

もいたかもしれません。また、身分が違えば会話はおろか目を合わせる

ことも無かったかもしれません。 

現代になって身分社会も無くなり、藩や村の境界も様変わりし、交通手段が発展しました。しかし、それに

より隣の村同士の交流は進んでいるのでしょうか・・・私はそう感じません。 

言うまでもなく道の駅は村を代表する施設です。道の駅の連合化が進まないのは村同士の交流が進まな

いことと同義です。そしてその底辺には近代化・現代化以前からの、ある種の‘思い’があることに私は気付い

たのです。それ以来、連合連携化を声高に言うことは止め、一点だけに絞って伝えています。 

「連合連携化したほうが力のある企業とのビジネスがしやすくなる」 

こちらの説明の方がすっと入りやすいのではないかと思うのです。 

そういう訳で、やはり道の駅の連合連携化は進めたほうが良いと信じております。 
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